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（３）広報伊丹■２０２４（令和６）年１１月１５日 第１５３０号

伊
丹
広
報
３
面

１
１
１
５
０
３

木
❶
木
❷
木
❸
井
❹
井
❺
木
❻
木
❼
井
❽
木
❾
木
10
木
11
木
12
井
13
井

叙
勲
・
褒
章市

内
か
ら
８
人
受
章

「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」と「
秋

の
褒
章
」
が
１１
月
３
日
付
で
発
令
さ

れ
、
市
内
か
ら
次
の
皆
さ
ん
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

◎
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】
▽
石
田
明
彦
�

元
入
国
警
備
官
（
鴻
池
４
）
▽
草
間

比
呂
男
�
元
３
等
陸
佐
▽
鍋
山
憲
一

�
同
（
荻
野
１
）。

【
瑞
宝
単
光
章
】
▽
宇
野
克
已
�

元
３
等
陸
尉
（
瑞
ケ
丘
２
）
▽
黒
川

弘
美
�
元
３
等
陸
尉
▽
田
村
司
�
元

兵
庫
県
警
部
補
（
昆
陽
東
３
）
▽
藤

原
清
登
�
元
兵
庫
県
警
部
（
清
水

１
）。

◎
秋
の
褒
章

【
藍
綬
褒
章
】
▽
大
西
美
知
子
�

保
護
司
（
池
尻
３
）。

希
望
に
よ
り
受
章
者
全
員
の
住
所

は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
文
化
３
館
再
配
置
事
業
実
施
方
針

（
案
）
策
定
に
伴
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
実
施

市
は
、「
文
化
３
館

再
配
置
事
業
実
施
方
針
（
案
）」
に

つ
い
て
、
次
の
通
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
公
表
期
間
】
１１
月
１５
日
〜
１２
月

１４
日
。

【
公
表
場
所
】
市
役
所
３
階
の
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
、
同
３
階
の
総

務
課
（
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
）、
同

１
階
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
各
支

所
・
分
室
、
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ
、
市

民
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
、「
ふ
ら
っ

と
」
人
権
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
「
こ

ぐ
ら

と
ば
蔵
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
者
、
市
内
に
事
務
所
か
事
業

所
が
あ
る
人
、
同
案
件
に
利
害
関
係

が
あ
る
人
。

意
見
の
あ
る
人
は
、
住
所
（
市
外

の
場
合
は
勤
務
先
か
学
校
名
も
）、

氏
名
、
意
見
を
書
き
、
公
表
期
間
に

各
公
表
場
所
に
直
接
（
各
窓
口
の
業

務
時
間
内
に
）
か
郵
送
（
必
着
）
で

〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
（
フ
ァ
ク
ス
７８４
・

８
１
３
６
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
も
可
）
へ
。

問
市
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
℡
７８０

・
４
３
４
５
。

◆
納
付
額
確
認
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
受
け
付
け

市
は
、
国
民
健
康

保
険
税
納
付
額
確
認
書
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
で
同

確
認
書
が
必
要
な
と
き
は
、
市
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
申
請
を
（
そ

の
他
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
る
の

は
国
民
健
康
保
険
の
▽
加
入
・
脱
退

▽
住
所
・
氏
名
・
世
帯
（
主
）
変
更

▽
学
生
特
例
▽
保
険
証
再
発
行
▽
減

免
・
軽
減
▽
限
度
額
認
定
証
の
交
付

▽
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
再
発

行
―
―
な
ど
）。

問
市
国
保
年
金
課
℡
７８４
・
８
０
４

０
。

◆
第
１
回
市
福
祉
対
策
審
議
会
を
開

催

１１
月
２９
日
㈮
午
後
２
時
、
市
役

所
５
階
の
５０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
伊
丹
市
地
域
福
祉
計
画

（
第
３
次
）
の
改
定
に
係
る
中
間
報

告
」
に
つ
い
て
。

定
員
１０
人
。

傍
聴
希
望
者
は
当
日
午
後
１
時
半

ま
で
に
直
接
、
会
場
へ
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
℡
７８４
・

８
０
９
９
。

◆
第
４
回
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

を
開
催

１１
月
２０
日
㈬
午
後
４
時
半
、

市
役
所
２
階
の
第
２
委
員
会
室
で
。

議
題
は
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ス
ト
ッ

ク
適
正
化
基
本
方
針
の
ま
と
め
」
な

ど
。定

員
１０
人
。

傍
聴
希
望
者
は
当
日
午
後
４
時
１５

分
ま
で
に
直
接
、
会
場
へ
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
教
委
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
℡
７８４

・
８
０
８
８
。

◆
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集

図

書
館
は
、
図
書
館
協
議
会
の
委
員
２

人
以
内
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
図
書
館
事
業
な
ど

生
涯
学
習
に
つ
い
て
幅
広
い
見
識
と

関
心
を
持
ち
、
平
日
の
会
議
に
参
加

で
き
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

１８
歳
以
上
（
本
市
の
他
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
・
市
職
員
・
市
議
会
議
員

除
く
）。

【
任
期
】
委
嘱
日
〜
令
和
８
年
１２

月
３１
日
（
報
酬
あ
り
）。

�
申
込
用
紙
（
任
意
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
経
歴
、

生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
活
動
の
略
歴

を
書
き
、「
伊
丹
市
の
図
書
館
協
議

会
委
員
に
応
募
し
た
動
機
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
作
文
（
８００
字
程
度
）

を
添
え
て
、
１１
月
２６
日
ま
で
に
直
接

か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
８
９

５
宮
ノ
前
３
―
７
―
４
図
書
館
「
こ

と
ば
蔵
」（
℡
７８３
・
２
７
７
５
）へ
。
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「ふらっと」児童館
イベントを開催

「
ふ
ら
っ
と
」

児
童
館
で
、
次
の

通
り
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
無

料
。

◆
ひ
だ
ま
り
ひ
ろ

ば
で
お
は
な
し
か

い

１１
月
２１
日
㈭

午
前
１０
時
半
。

絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
。

対
象
は
就
学
前

と
そ
の
保
護
者
。

当
日
直
接
、
会

場
へ
。

◎
ひ
だ
ま
り
育
児
相
談

２８
日
㈭
午

後
１
時
半
。

栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談
。

対
象
は
、
１
歳
半
程
度
ま
で
と
そ

の
保
護
者
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

◎
伊
丹
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
お
た
の
し
み

コ
ン
サ
ー
ト

１２
月
１４
日
㈯
午
前
１０

時
半
。

弦
楽
四
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
。

対
象
・
定
員
は
、
中
学
生
以
下
１００

人
（
就
学
前
は
保
護
者
同
伴
）。

�
１１
月
１５
日
か
ら
同
館
へ
。
先
着

順
。

◎
ひ
だ
ま
り
ひ
ろ
ば
で
パ
パ
と
あ
そ

ぼ
う

２１
日
㈯
午
前
１０
時
。

子
ど
も
と
男
性
保
護
者
が
ク
リ
ス

マ
ス
工
作
を
楽
し
む
。

対
象
・
定
員
は
、
就
学
前
と
そ
の

保
護
者
５
組
（
男
性
保
護
者
の
参
加

必
須
）。

�
１１
月
２０
日
か
ら
同
館
へ
。
先
着

順
。

＊

＊

問
「
ふ
ら
っ
と
」
児
童
館
℡
７８１
・

２
５
１
７
。

◆
保
育
施
設
の
入

所
申
し
込
み
は
１１

月
ま
で

市
内
認

可
保
育
施
設
（
公
立
こ

ど
も
園
、
伊
丹
ひ
ま
わ

り
こ
ど
も
園
の
２
・
３

号
含
む
）
へ
の
来
年
４

月
入
所
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
（
原

則
郵
送
で
の
申
請

を
）。詳し

く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
左
上
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取

り
可
）
で
確
認
を
。

問
市
教
委
教
育
保
育

課
℡
７８４
・
８
０
３
５
。

１２月１日㈰開催
クリスマスマーケット

きららホールで下表の通り講座を開催します。①は当日直接、会場へ。
�⑤随時⑦１１月１６日⑧１７日②③１８日④⑨⑩１９日⑥２２日⑪２６日⑫２８日から
きららホール℡７７０-９５００へ（⑧⑨は同館ホームページから電子申請の
み）。先着順。

きららホール
イベントを開催

伊丹市中心市街地活性化協議会は、第１３回伊丹
クリスマスマーケットを次の通り開催します。
【日時】１２月１日㈰午前９時～午後４時（荒天中
止）
【会場】三軒寺前広場（中央２）
【内容】音楽ステージとクリスマス雑貨や料理、
ホットワインなどの販売
詳しくは、同マーケットホーム
ページ（二次元コードから読み取
り可）で確認を。

伊丹まち未来株式会社℡７７３-８８８９

パートナーシップ制度自治体間連携

ネットワーク１１月１日から拡大
大阪・京都・兵庫間で４月１日に開始した

「パートナーシップ制度自治体間連携ネットワ
ーク」が１１月１日から関西圏を超え、全国１６９
自治体に連携を拡大します。
連携している自治体に転居する場合は、転入
先の自治体への手続きのみ行い、転出元の自治
体への手続きは不要となります。

市同和・人権・平和課℡７８４-８０７７

きららホール講座一覧
受講料
無料

（材料費別）

４８００円

各４２００円

６００円

各３６００円

無料

６００円

各２４００円

２９００円

対象・定員

なし

各１６人

２５人

小学生８人

２０人

１６人

３歳～小学生（就学前は
保護者同伴）各１０人

２カ月以上（歩くまで）と
その保護者１２組

各２５人

２０人

内 容
ボランティアグループ「おもちゃ病院
いたみ」がおもちゃを修理

腰痛や肩こりの改善や自然治癒力UP
を目的としたエクササイズ

初心者向けエアロビクス講座

パステルで描く「ランタンアート」を
作る

正月の寄せ植え講座

リラックス効果を高めるほぐしを取り
入れたヨガ講座

ユラユラ揺れる「モビール」を作る

歌遊びなどを交えながらベビーマッサ
ージを体験

リズムに合わせて踊る

リンパの流れを促しやすくする調整法
を学ぶ
正月の華やかな生花アレンジメントを
作る

日時

１１月１５日㈮午後１時半～４時

１２月２日～来年１月２７日の月曜
（全８回）午後１時２０分
１２月２日～来年１月２７日の月曜
（全７回）午後７時
１２月３日～来年１月２１日の火曜
（全７回）午前１０時４０分

１２月７日㈯午後１時半

１２月１３日㈮午前１０時半

１２月１４日～来年１月２５日の土曜
（全６回）午前１０時半

１２月１５日㈰午後１時半、２時半

１２月１７日㈫午前１０時

１２月１７日～来年３月１８日の火曜
（全４回）午後１時
１２月２４日～来年３月２５日の火曜
（全４回）午後１時

１２月２６日㈭午前１０時

講座名

①おもちゃ病院

②からだ元気＆リラックス講座

③からだ元気＆リラックス講座
（夜コース）

④健康エアロビクス講座

⑤クリスマスだよ！小学生集合～
クリスマス工作を楽しもう！

⑥お正月の寄せ植え講座

⑦ヨガ講座

⑧つくってあそぼ！手作りおもち
ゃ教室

⑨ふれあいベビーマッサージ
ズ ン バ

⑩ＺＵＭＢＡ®を楽しもう

⑪リンパケア体操

⑫季節のフラワーアレンジ講座


